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わたしにもできる
グランドゴルフ。聞き慣れない言葉です

が、だれでも気軽に楽しめるニュ ースポー
ツです。初冬の柔らかな日差しのもと、子
供からお年寄りまでナイスショット。みな
さんも、プレイしてみませんか。
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今
か
ら
四
十
数
年
前
、
母
が

“
買
っ
て
く
れ
た
ア
ル
ミ
の
赤
い

ん
でぬ弁
当
箱
が
私
の
宝
物
で
す
。

戦
後
間
も
な
い
、
私
が
小
学

箱
m
w

当

制
弁
池
唯

-
3

ん

4
A
U
さ

1

子

I
ν

宗

赤
脳

ん
な
粗
末
な
お
弁
当
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
お
弁

当
の
時
間
は
楽
し
み
で
し
た
。

a---
---
--
------砂 21 ・・

れ
み
お

校
四
年
生
の
こ
ろ
。
ま
だ
学
校

・
給
食
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
家
か

“
ら
お
弁
当
を
持
っ
て
来
て
い
ま

“
し
た
。
食
料
事
情
も
悪
く
、
み

c
・

.... 

で
も
、
私
に
は
小
さ
な
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
お
弁
当
の
時
間
に

第565号

-
書
道
サ
ー
ク
ル
に

花
水
公
民
館
曾
道
サ
ー
ク
ル

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
漢
字、

か
な
、
実
用
細
字
、

ぺ
ン
習
字
か
ら
課
目
を
選
び

、

学
び
ま
す
。

マ
日
程
月
3

回
の
金
曜
日

マ
時
間
午
後
1

時
却
分1
3

時
叩
分

マ
会
費
月
三
千
円

マ
場
所
花
水
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
細

谷
た
か
子宮
(
お)
1
9
0
6

.
写
真
の
出
展
を

湘
南
写
真
連
盟
で
は
合
同
写

真
展
を
聞
く
に
あ
た
り
、
一
般

の
方
の
参
加
も
募
集
し
ま
す
。

サ
イ
ズ
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
会
期
3

月
お
日
(
木
)

1
4

月
2

日
(
火
)

マ
会
場
市
民
プ
ラ
ザ

マ
申
し
込
み
は
が
き
に
題
名
、

・

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒m
l
ロ
平
塚
市
岡

崎
二
八
一
六
鈴
木
英
雄
方

「
湘
南
写
真
連
盟
事
務
局
」

(宮
(
印)
1
3
1
5
)へ

・
速
記
講
座
を
開
く

速
記
サ
ー
ク
ル
「
は
ま
ゅ

う
」
で
は
、
初
心
者
の
た
め
の

速
記
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
程
1

月
9

日
'e・3
3

月
ロ

日
の
毎
週
火
曜
日

マ
時
間
午
後
7

時
1
9

時

マ
参
加
賀
四
千
円
(
教
材
質

を
含
む
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
相

純
子
宮
(
開)
8
4
6
9

-
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
へ

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

平
塚

十
一
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
は
、
岡
崎
、

金
目
、
其
土
地
区
に
お
住
ま
い

。
譲り
ま
す
①
有
料
ワ
ー
プ

ロ
、
洋
服
掛
け
、
眠
製
座
い
す
、

げ
た
箱
、
座
布
団
、
じ
ゅ
う
た
ん
、

シ
ン
グ
ル
用
マ
ッ
ト
レ
ス
、
セ
ミ

な
る
と
当
番
の
人
が
大
き
な
や

か
ん
に
お
茶
を
入
れ
て
運
ん
で

き
て
、
そ
れ
を
お
弁
当
箱
の
ふ

た
に
注
い
で
も
ら
っ
て
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
お

弁
当
箱
の
ふ
た
に
は
穴
が
あ
い ダ

ブ
ル
布
団
、
家
庭
用
サ
ウ
ナ
、

ス
キ
1

セ
ッ
ト
、
ス
テ
レ
オ
用
ス

ピ
ー

カ
ー
、M
イ
ン
チ
自
転
車
、

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
、
=
一
輪
車
、

.

.

.

.

.
 0
 

て
い
て
、
お
茶
を
も
ら
う
こ
と"

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
日

新
し
い
お
弁
当
箱
な
ど
す
ぐh

手
に
入
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ=

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に
母
が
=

あ
ち
こ
ち
探
し
回
っ
て
買
っ
て
=

き
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
お
弁
=

当
箱
で
す
。
=

新
し
い
お
弁
当
箱
の
ふ
た
で
=

飲
ん
だ
お
茶
の
お
い
し
さ
を
今
=

も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
=

.
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
宝
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

l

。
紹
介
文
を
三
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
=

マ
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間自

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴“

探
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係"

-----
Q
 の

男
子
小
学
生
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
団
の
吉

岡
将
雄君
(
臼)
8
1
6
9

-
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で
は

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サー
ト
を
聞

き
ま
す
。
年
末
の
ひ
と
と
き
、

滑
ら
か
な
歌
声
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
期
日
ロ
月
M
日
(
日
)

マ
開
演
午
後
5

時
却
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
入
場
料
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
団
の
小

泉
佐
代
子宮
(
出)
0
0
2
8

・
演
劇
鑑
賞
の
会
員
に

ひ
ら
つ
か
演
劇
鑑
賞
会
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

演
劇
を
平
原
に
招
い
て
、
年

六
回
の
観
劇
会
を
実
現
し
て
い

る
会
員
制
の
団
体
で
す
。
一
ニ
人

以
上
の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
ご

入
会
を
。

マ
入
会
金
一
般

二
千
五
百

円
、
大
学
生
二
千
三
百
円
、

高
校
生
ニ
千
円

マ
月
会
費
一
般
二
千
円
、

大
学
生
一
千
五
百
円
、
高
校

生
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会の
柳

沢
守
宮
(
剖)
3
2
6
5

-
文
学
散
歩
の
会
員
を

文
学
講
座
銀
河で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
名
作
文

学
を
調
べ
、
ゆ
か
り
の
地
を
訪

ね
た
り
し
ま
す
。

マ
日
程
毎
月
第2
・
第4
土

曜
日

マ
時
間
午
前
日
時3
正
午

マ
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
赤

樺
喜
美
E
(詑
)
1

3
5
7

-
将
棋
教
室
の
会
員
に

湘
南
将
棋
教
室
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時
毎
週
土
昭
目
、
午
後

3

時
3
9

時
初
分

マ
場
所
松
原
公
民
館

マ
対
象
小
学
生
以
上

マ
会
費
月
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
菅

原
英
行宮
(
幻)
5
8
3
5

-
書
道
の
教
室
に

品ー

月
会
で
は、

m
u道
教
室
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
も
大歓
迎
です
。

マ
日
時
月
三
回
の
火
曜
日
、

午
前
9

時
叩
分1
正
午

マ
場
所
横
内
公
民
館

マ
会
費
用
三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
渡

辺
妙
子
宮
(
日)
6
0
6
5

-
交
流
会
の
仲
間
に

ア
ト

ピ
1

ひ
ま
わ
り
の
会
で

は
、
ア
ト

ピ
1

で
悩
む
方
た
ち

の
交
流
会
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し

て
い
ま
す
。
薬
に
頼
ら
ず
自
然

治
癒
力
で
治
る
ん
だ
、
と
い
う 希

望
の
持
て
る
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
本

川
な
み
子宮
(
日)
8
4
1
0

・
チ
ピ
ッ

コ
部
員
を

野
球
を
楽
し
み
、
夢
を
育
て

る
と
と
を
目
的
に
発
足
し
た
ク

ラ
ブ
チ1
ム
が
、
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
小
学
校
1
3
3

年
生

マ
練
習
日
時
毎
月
第2
・
第

4
土
曜
日
の
午
前
中2
時
間

マ
場
所
日
本
た
ば
こ
産
業
グ

ラ
ン
ド
ほ
か

マ
会
費
月
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
洲
之
内
高

男
宮
(
剖)
8
1
9
6

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内

な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
一T
m平
塚
市
浅
間

町
9
1

1

平
標
市
広
報
広
聴

課
「
サー
ク
ル
掲
示
板」
係

A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ

1

布
団
、

お
ん
ぶ
キ
ャ
リ
ー
、子供
用
オ
ー

バ
ー
、
女
児
服
②
無
料
鱗
製

テ
ー
ブ
ル
、
そ
ろ
ば
ん
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ

ー

ヤ
ー
、
加
湿
器
、
ル
l

ム
ラ
ン

ナ
ー
、
柔
道
着
、
電
動
マ
ー
ジ
ャ

ン
卓
、M
イ
ン
チ
自
転
車
、
男
子

高
校
制
服
、
男
児
服
、
双
子
用
ベ

ビ
ー
カ
ー
、
小
型
冷
蔵
庫

。
贈
っ
て
く
だ
さい
応
援
セ
ッ

ト
、
介
濫
用
ベ
ッ
ド
、
也
気

毛
布
、

電
話
機
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
ガ
1
ド
、
剣
道

防
具
、
子
供
用
チ
ェ
ロ
、
子
供
用

ス
キl
ウ
エ
ア
、
問
地
子
英
文
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
、
ロ
ー
ラ
ー

プ
レ
ー

ド
、
小
学一
年教
科
也
、
パ
ラ
ソ

ル
、
茶
道
兵
、
ミ
シ
ン
、編
み
機
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
、
事
い
す
、

，

自
転
車
、
歩
行

器
、
ベ
ビ1
ベ
ッ
ド
、
ベ
ッドメ

リ
I

、
子
供
用
か
い
ま
き
毛
布

。
不
用
品
登
録
情
報
の
問
い
合
わ

せ
は
、
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活

係
(
内
線2
6
3
)へ

B
圏

一2

心
や
す
ら
ぐ
教
室
で

平
塚
市
適
応
指
導
教
室
は

、

い
ろ
い
ろ
な

理
由
で
学
校
に
行
財
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
休
み
が
ち
に
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
教
室
で
す
。

現
在
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
二
十
数

名
の
子
供
が
、
自
分
の
学
校
に
籍
を
置
い
た

ま
ま
、
通
室
を
続
け
て
い
ま
す
。

通
室
を
続
け
る
中
で
、
子
供
た
ち
が
少
し

ず
つ
笑
顔
を
取
り
戻
し
、
自
主
的
に
い
ろ

い

ろ
な
活
動
に
取
り
組
む
姿
を
み
せ
て
く
れ
る

こ
と
が
、
こ
の
教
室
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て

一番
の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す

。

教
室
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
や
共

同
作
業
を
通
して
、
自
分
の
意
志
を
き
ち
ん

と
相
手
に
伝え
る
こ
と
や
、
協
調
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
と
共
に
、
一
人
一
人
の
心
情
や

悩
み
を
受
け
止
め
る
こ
と
で

、

子
供
た
ち
が
、

自
分
自
身
を
生
き
生
き
と
生
か
せ
る
よ
う
な

活
動
の
場
を
設
凶
り
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
面
で
不
安
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
基
礎
的
な

学
力
が
身
に
付
く
よ
う
な
援
助
も
し
て
い
ま

す
。登

校
拒
否
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校

に
戻
り
、
再
び
元
気
に
登
校
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
、
ゆ
っ
た
り
の

ん
び
り
と
心
が
や
す
ら
ぐ
よ
う
な
環
境
で
生

活
し
、
生
活
面
や
社
会
面
で
少
し
で
も
自
立

を
果
た
せ
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す

。

「
学
校
に
行
く
の
は
難
し
い
廿
れ
ど
、
少

し
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
し
て
み
た
い
」

も
し
、
こ
ん
な
相
談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
一
度
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
子
ど
も教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側宮部
|
6
0
1
2

F駅前地下道広告板の使用者を募集」

-使用料
・募集期間
.申 込 先

48か戸iff

1年間

(4月 18 -3月 31 日)

使用者および使用場所は抽

選により決定します

年額84 ， 000円 -144 ， 000円
1月 10 日 -1月 31 日

道路総務課占用係

官23- 1111 (内線468)

会社のPRにぜひご利用ください
.広 告板
.使用期間

「むをう)おま蹴WHJ空き獄況
。申し込み ひらつか天城山荘
※申し込みは 6 か月前から受貯付け

・ 電話 0558-87-1050

・住所 〒410-32 静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120- 1 

• 1 泊 2 食付き、大人4 ， 925円、子供4 ， 405円

.決定方法×印満室ム印早めに申し込みを O印まだ余裕がある休印休館日 (12月 6 日現在)

11(8) 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819202122232425262728293031 
月内)月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水

| XXXXXX ム休休休休OXXX6000XOOOOOOXOOOO

2 1(日) 1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223242526272829 
i(曜) 木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木

月 I -ò ë5xx 休休休 X6X X OOOムOxxOOOム XXXXXX ム
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平成ア年12月 15日〈ア〉

体
操
教
室
開
く

県
立体
育
セ
ン
ター
で
は

、

エ
イ
ジ
レ
ス
体操
教
室
を開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
と
参加
を
。

マ
日
程
2

月
6

目
、
9

目
、

日
目
、
初
日
、
お
日
、
幻
目
、

3

月
1

目
、
5

日
、
8

日
、
ロ

日
(
全
日
日間
)

マ
時間
午

前
日
時
5

正
午

マ
会
場
県
立
体
育
セ
ンタ
ー

(
藤
沢
市
醤
行
7
1
1
1
2
)

マ
内
容
中
国
健
康
体
操
、
ゲ

ー
ム

、

レ
ク
ダン
ス

マ
定
員
白
人
(
先
着
順
)

マ
受
鱗
料
一
千
七
百
円

マ
保
険
料

四
百
円
(
任
意
)

マ
申
し
込
み
先
同
セ
ン
タ
ー

宮
0
4
6

6

(剖
)
2
57
0

い
の
ち
の
電
話
ボ

ラ
ン
テ
イ
戸
募
集

「
い
のち
の
電話
」
は
、
一

人
で
悩
ん
でい
る
人
と
電
話
で

対
話
し
、心
の
支
え
と
な
る
と

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日 と両親の住
所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応
募ください。対象は 1 議未満の赤ちゃんです。応募
されたはがき(1日掲載分は26日~10日締め切り、
15日掲載分は11 日 ~25日締め切り ) は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は11人応募。
合送り先 〒254平塚市浅間町 9 - 1
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

と
を
目
的
と
し
て
い
る
組
織
で

す
。
と
の
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先横
浜
い
の

ち
の
電
話
事
務
局告側
(
初
)

6
1
6
3
 

医
薬
昂
副
作
用

の
被
害
救
済
は

医
薬
品
は
、
人
の
生
命
や
健

康
を
守る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
が、

万
全
の
注
意
を

払
つ
で
も
な
お
副
作
用
を
防
止

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
の
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
に
、
各
種
給
付

を
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
部
求
用
紙
を
，

無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

マ
資
料
請
求
および
問
い
合
わ

せ
先
〒
則
東
京
都
千
代
田
区

慣
が
関3
1
3
1
2

医
薬
品

副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興 調

査
機
構
企
画
課
相
談
係
官
閃

(3
5
0
6
)
9
4
1
1
 

保
健
所
で
横
査

と
相
談
を
実
施

会
場
は
い
ずれ
も
平
塚
保
健

所
で
す
。
電
話
で
予
約
の
う
え

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
エ
イ
ズ
検
査
】

マ
日
程
ロ
月
幻
目
、1
月
4

日
、
日
日
(
い
ず
れ
も
木
曜
日
)

マ
時
間
午
前
9

時
S
U
時

【
老
人
痴鰐疾
患
相
談
】

マ
日
程
ロ
月
初
日
(
水
)

マ
時
間
午
後
1

時
初
分5
4

時【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
}

マ
日
程
ロ
月
初
日
(
火
)
、

1

月
ロ
日
(
金
)

マ
時
間
午
後
1

時
泊
分5
3

時
叩
分

※
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮
(
詑)
0
1
3
0

救
急
法
を
学
ぶ

市
で
は
、
日
赤救
急
法
正
規

講
習
会
を
聞
き
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
応
急
手
当

て
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
対
象
満
日
才
以
上

マ
定
員
各
叩
人
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
一
千
五
百
円

マ
1

コ
1

ス

・

日
程
1

月
幻
目
、
泊
目、

2

月
3

日
、4
日
(
全4
日
間
)

・
時
間
午
前9
時
叩
分
:
午

後
5

時

・

会
場
中
央
公
民
館

マ
2

コ
1

ス

・
日
程
1

月
初
日
、
泊
目
、

泊
目
、
初
日
、2
月
1

目
、
2

日
、
4

日
(
全7
日
間
)

・
時
間
平
日
午
後
6

時
加

分
5
9

時
、
日
曜
日
午
前
9

時
日
分1
午
後5
時

-

会
場
福
祉
会
館
、
中央
公

民
館

※
1

・
2

コ
1

ス
と
も
同
じ
内

容
で
す

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
生
活
福
祉
課
(
内
線2

1
0
)
 

赤
ち
ゃ
ん
は一
歳
②
お
誕
生
前
健
康
診

ご
ろ
に
な
る
と
、出

査
を
受
け
、
発
育
発

生
時
と
比
べ
、
体
虫
達
を
確
認
す
る
。
③

が
約
三
倍
、
身
長は
外
に
出
る
機
会
が
増

二
十
か
ら
二
十
五
句
え
る
の
で
予
防
接
種

計
成
長
し
幼
児
の
体
を
受
廿
る
。
④
早
寝

型
に
近
付
き
ま
す
。
早
起
き
と
外
遊
び
を

伝
い
歩
き
や
一
人
歩
心
掛
け
る
。

き
も
で
き
る
よ
う
に一
歳
の
こ
ろ

子
供
の
発
達
に
は

な
り
、
好
奇
心
も
お
う
盛
で
目
が
離
せ
な
く
な
個
人
差
が
あ
る
の
で
、
少
し
の
遅
れ
は
心
配

り
ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
言
う
と
と
や
自
分
無
い
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
月
齢
が
進
ん

の
名
前
が
分
か
り
、
知
っ
て
い
る
も
の
を
指
で
も
、
体
の
動
き
や
言
葉
の
反
応
に
進
歩
が

差
し
し
た
り
、
ワ
ン
ワ
ン
、
マ
ン
マ
な
ど
、
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
小
児
科
医
な
ど
に

簡
単
な言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

栄
養
面
で
は
断
乳
が
可
能
と
な
り
、
普
通
ま
た
、
一
人
遊
び
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま

食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
が
、
視
線

を
合
わ
せ
て
の
言
葉
掛
貯
や
体

乙
の
時
期
の
古
川
児
は
、
次
の
四
点
が
あ
げ
を
使
う
遊
び
を
通
じ
て
、
様
々
な
経
験
が
積

ら
れ
ま
す。
①
事故
を
防
ぐ
環
境
に
す
る

。

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
(
健
康
鯨
)

C�g Nhau hoc ti麩g Nh~t. ~ 
Vamos a Estudiar ~apones. :.r 
nωitÙ1l S;~1iS1iUSIi1ω1aqs 

Let's Study ~apanese ! 

日本語を勉強しましょう/
日本語教室
の生徒募集 msauuqgq8φ 

20人

1 月 12 日~3 月 15.日、午後 2 時- 4 時

(原則として毎週金曜日)

市開発公社会議室(紅谷町J8-16-304

サニープラザ平塚ピル 3 階)

。申し込み・問い合わせ先

交流親善課 宮23-1111 (内線597)

U113uumM144uduωtl~. 
日本語を全く話すことのできない外

国籍の市民

。対象

。定員

。日時

g . 
市と平館市国際受涜協会では、 市内lこあ住

まいの外国籍の市民のみなさんを対象に 「日
本語教室」を開きます。 「教師」となるのは、

舎年 6 月から始まった日本語ボランティ戸教
師養成講座の受講生の方々で、 巷加費は無料

Vamos Estudar ~aponês 

。会場です。

お近くに「日本語」を全く話せない外国籍
の市民の方ガいらっしゃいましだら、 ぜひご
紹介ください。

司司・・・-圃
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い
軍
医
陀
隔
ロ
幅
一
い

tr 恥
社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
三
万
円
、
覇
隆
五
千
円
村

+
祉
の
ボラン
テ
ア
助
成
な
ど
に
ソl
シ
ャ
ル
ワ
1
カ
1
懇
談
会
や

吋
使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
六
百
五
十
三
円
、
平
塚
市
資
源

吋

糾
社会
福
祉
協
議
会宮
(
お
)
2
回収
協
同
組
合
三
万
一千
百
←

+
3
3
3
へ
。
(
敬
称
略
)
九
十三
円
、
湘
南
中
央
広告美
や

す
社
会
福
基
金
社
会
福
祉
術
雲
一
万

一千
六百
円

二

川
一
腰
会
場
募
金
箱
一
千
十
六
平
塚
建
築
板
金
組
合
一
万
五MH

A
V円
、
沼
田
光
綴
・
懇
次三
千
千
六
百
五
十円

、

県
建具
協
同
や
付

+
円
、
全
国
座
長
大
会
五
万
円
、
組
合
平
塚
支
部
二
万

三
千
百
ゃ
い付

吋
ジ
ャ
ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
平
塚
八
霊
円
、
平
塚
左
官
組
合
六
千
四
吋
H

W咲
店
八
千
百
九
十
九
円
姉
百
二
円
湘
南
平
重
工
業
協
判
制

+
妹
一
万
四
千
八
百
四
十
六
同
組
合
二
万
五
千
四
百
六
十i甲
小

+
円
、
但
公
リ
一
五
領
ケ
ム
ロ
高
校

P
T

円
平
塚
塗
装
看
板
業
組
合
や
判
何
も
な
い
砂
浜
に
人
知
れ
ず

叫
A

二
万
四
百
三
十二円
県
二
万
六
千
円
、
県
表
具
経
師
内J可
制
ぽ
つ
ん
と
建
っ
こ
の
記
念
碑

4

A・

七
五
領
ケ
台
高
校
男

子
パ
ス
蓄
同
組
合
湘
央
支
部
四
千
や
朴
は
、
目
印
と
し
て
こ
の
辺
り
で

i
vケ
ッ
ト

ボ
1
ル
部

一
万九
千
百
円
、
県
紳
士
・
婦
人
・
子
供i甲
山
内は
格
好
の目
標
物
に
な
っ
てい

悦三
百
八
十
二
円
、
平
塚
市
シ
ニ
服
縫
製
工
業
組
合
湘
南
支
部

吋
村
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
博
物
館

4
aT
 

L
Fァリ
ー
ダ
ー
ズ
クラ
ブ
二
千
五
万
一
千
百
五
十
円
、
ボ
ラ
ンや

則
行
事
のひ
と
つ
、
毎
月
第二
土

+
百
五
十
三
円
東
京
冊
目
力三

テ
ィ
ア
グ
ルー
プ
南
天
家
の
会+
州
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る「漂

咋
万六
百
五
十
円
陶
芸
ク
ラ
ブ一万
八
百
九
十
円
蚤
の
市
笑吋
持
着
物
を
拾
う
会
」
の
集
合
場
所

同
有
雅
陶
一
万
一
千二
百
円
、
行
委
員
会

三
千
九
百
十
五村
州
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
十
二
人
会
一
千
円
、平
塚
背
円
、
県
自
転
車
商
協
同
組合平
i
vH

4

片

横
浜
貿易
新
報
(
現神
奈
川

+
色支
部
婦
人
部
一
万
円
、
平
塚
第
一
支
部
・
第
二
支
部
ニ
+
持

i
v
H
新
聞
)
は
、
昭
和
十

し
戸
塚
市
ご
み
減

量
化
婦
人
の
会
万
六
千
五
百
円
、
湘
央
建
設
組

吋
村
司

F
V

制
年
九
月
、
県
下
「名

時
国
斗

同
七
千
六
百
二
円
、
マ
マ
さ
ん
パ
合
十
四
万
九
千

三
百
九
十
四
レ

刺

苦

町
叫u
r

H
レ
1
三
嶋
ク
ラ
ブ
五
千
円
円
、
川
柳
三
水
会
五
千
円
、←
特
勝
・

史
蹟
四
十
五
位
V
A

iザ
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
か
も
見
附
商
店
会
婦
人
部
一
万咋
制
選
」
を
広
く
県
民
か
n
u

M
め
サ
ー
ク
ル
二
万
円
と
も
円
、
江
藤
工
業

二
十
万
円
村州
ら
募
り
ま
す
。
そ
し
寸
d

い
し
び市
民
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル会
江

藤
秋
春
十
万
円、
木
も
れi
F時
て
、
選
ば
れ
た
地
に
W
H
H

Z
募
金
八
千
百
八
十
二
円
陽
一
万
百
八
十
二
円
ご
み

+
件
記
念
碑
を
建
て
ま
し
一
口

同
と
も
し
び
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
の
資
源
化
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

川
村
た
。
現
在
、
同
様
の
μ
ヘ

恥
ル手
作
り
班
募
金
一
万
八
千
一万
七
千
五
百
円
、
匿
名
手+
刷
も
の
が
、
金
目
光
明
乃
J
人

+
七
百
七
十
五
円
リ
フ
ォ
ー

ム

千
円

ゆ
州
寺
境
内
の
中
に「中

貯
ぽ

川
か
たつむり
六
万
五
千
円
、
マ
児
一
塁
へ
匿
名

一千
円

ご
郡
吉
村
金
目
観

一
引

制
日
産
車
体
遊
人
び
あ

実
行
委
員
マ
社
会
福
祉
へ
磯
崎
輝
夫十
件主
と
し
て
建
立
さ
汁

い
会
二
十
七
万

一千
二
十
六

二
千
円
+

時
許
い

t
n

4

H
れ
て
い
ま
す。
こ
の

喧
角
司

令
円
、
松
が
丘
小学校
P
T
A

マ
芦
遺
児
へ
平
塚
市
交
通LZ

〓

や

村
県
下
「
四
十
五
位
選
」
-
J


吋

二
万
二
千
九
百
四
十
七
円
、
県
安
全
協
会
警
官
支
部

一万
五
吋
H

-

r
u
T

M
審
議
会
協
会
湘
南
地
区
協
千
円

二
見
書
芳
八
百

何
件
は
、
県
民
に
よ
り
投
三

和
議会
・
平
塚
地区
冷
化
槽
対
策
六
十
六
円
湘
南
ド
ラ
イ
ピ
ン+
村
票
で
選
ばれ
た
も
の

ゆ
推
進
連
絡
協
議

会

一万
一
千
グ
ス
ク
ー
ル

一万
三
千
五
十ゃ

い
討で
す
。
そ
の
投
票
規
定
は
、
「県

川
七
百
八
十
七
円
政
川
友
治
九
円
泉
栄
一

一千
円

村
刊下
所
在
の
も
の
に
し
て
従
来
名

2
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム

・ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
÷
ム
・
ム
・
ゃ

い
廿勝あ
る
も
の
の
外
新
た
に
長
勝

村
地
と
し
て
新
名
勝
を
附
す
る
も

問
い
合
わ
せ
は、
ス
ポ
ー

ツ
振
村

興
財
団
宮(
お
)0
1
0
2
へ
。仲
の
を
差
支
な
き
こ
と
」
を
条
件

・平
塚
市
テニ
ス
協
会
二
万
九
特
に
、
新
聞
折
り
込
み
の
投
票
用

千
二
百
九
十
三
円
、
平
塚
市
体
育
制
紙
を
切
り
取
り
、
名
勝
・

史
蹟

振
興
連
絡
協
議
会二
万
九
千
七
市
の
名
称
お
よ
び
所
在
地
名
を
記

百
六
十
七
円
、
匿
名
一
千
五
百件
入
し
、
横
浜
貿
易
新
報
社
に
送

五
十
円

H
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
期
間
は

{建
設
工
事
闘
係
}

マ
頒
布
期
間
1
月
日
日
(
火
)

1
m
臼
(
金
)

マ
時
間
午
前
9

時
3

日
時
却
分

午
後1
時
1
4

時

マ
場
所
建
設
総
務
課
(
内
線
4

3
8
)
 

マ
頒
布
金
額
一
部
四
百
円

問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
課
(
内

線
2
2
4
)
へ

。

マ
募
集
期
間
1
月
4
日
(
木
)

3
2

月
2

日
(
金
)

マ
応
募
資
格
平
成
8
年
4
月
1

日
現
在
で
、
外
国
人
を
含
む
初
歳

以
上
の
県
民
(
公
務
員
、
公
職
選

挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
、
県

政
モ
ニ
ター
経
験
者
は
除
く
)

マ
募
集人
員
百
五
十人

マ
任
期
平
成
8
年
4
月19
年

3

月
マ
応
募
用
紙
県
庁
、
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
、
各
市
区
町
村
に
あ
る

問
い
合
わ
せ
は
、
川
町
民
謀
調
査

班
告
側
(
加
)
1
1
1

1

(内
線

3
3
5
5
)
へ
。

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
察
等
の

法
定
調
怒
の
作
成
と
提
出
の
手
引

き
」
に
よ
り
、
次
の
法
人
お
よ
び

個
人
の
方
に
所
定
の
法
定
調
書
の

作
成
と
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

マ
提
出
する
方

①
給
与
・
賃
金
・
賞
与
等
を
支
払
っ

た
方
②
退
職
手
当
等
を
支
払
っ

た
方
③
報
酬
・

料
金
・
契
約
金

等
を
支
払
っ
た
方
④
地
代
・
家

賃
・
権
利
金
等
を
支
払
っ
た
方

⑤
土
地
・
建
物
・
借
地
権
等
の
譲

り
受
け
の
代
金
を
支
払
っ
た
方

⑥
土
地
・
建
物
・
借
地
権
等
の
売

買
や
貸
し
付
げ
の
あ
っ
せ
ん
手
数

料
を
支
払
っ
た
方

※
④
-
⑤
、
⑥
に
つ
い
て
は
、
法

人
と
不
動
産
業
者
で
あ
る
個
人
が

提
出
し
て
く
だ
さ
い

マ
提
出
期限
1
月
旧
日
(
水
)

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
税
務
署

宮
(
n
)
1
4
0
0
(
内
線
3
1

5
)
へ
。

(
土
屋
)

マ
内
容
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い

て
の
講
演
、
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
模

範
演
技

マ
講
師
ヨ
コ
ス
カ
ド
ッ
グ
ス

ク
ー
ル
校
長
佐
藤
美
浄
子
氏

マ
定
員
別
人
(先
着
順
)

※
愛
犬
を
つ
れ
て
の参加
は
で
き

ま
せ
ん

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ーE
(臼
)
34

1
1

へ
。

(8) 

-
工
業
統
計
調
査
が

"21 .. ‘ 

通
商
産
業
省
で
は
、
製
造
業
に

属
す
る
全
事
業
所
を
対
象
に
工
業

統
計
調
査
お
よ
び
石
油
等
消
費
構

造
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
、
対
象
の
事
業
所
に

訪
問
の
際
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
統
計

調
査
担
当
(
内
線
3
4
8
)
へ
。

平成ア年守 2月 15日

海岸線を背に立つ碑

-
下
水
道
の
技
術
試
験

市
で
は
、
平
成
七
年
度
平
塚
市

公
共
下
水
道
排
水
設
備
技
術
者
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

マ
申
込
容の
配
布
1
月
8
日

(
月)
1
四
日
(
金
)

マ
受
付
期
間
1
月
刊
日
(
水)

1

お
日
(火
)

マ
時間
午
前
9

時
1

午
後
4
時

マ
受付
場
所
下
水
道
総
務
課

マ
試
験
日
2
月
日
臼
(木
)

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館
大
会
議

室
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
総
務

課
(
内
線
4
4
7
)
へ
。

。
年
末
の
登
記
事
務
は

横
浜
地
方
法
務
局平塚
出
張
所

で
は
、
十二
月
二
十
八
日
(
木
)

ま
で
登
記
事
務
を
取
り
扱
い
ま
す

が
、
年
末
に
は
相
当
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

登
記
の
申
請
、
登
記
簿
の
謄

本
・
抄
本・
閲
宍
印
鑑
証
明
曾

な
ど
の
諦
求
は早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
所宮(
幻
)

6
5
5
7
へ。

九
月
五
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で

の
一
か
月
間
で
す
。

投
票
結
果
は
、
毎
日
午
後
三

時
現
在
の
得
票
数
を
翌
日
の
紙

上
で
発
表
す
る
こ
と
と
し
、
期

間
中
、
そ
の
総
得
票
数
は
実
に

四
百
五
十
余
万
とい
う
数
字に

達
し
ま
し
た
。
平
塚
市
内
で
、

こ
の
四
十
五
位
選
の
候
補
に
挙

げ
ら
れ
た
場
所
は
、
大
野
村
真

土
明
王
松
、平
塚
馬
入
河口
、

金
目
観
音
、
花
水
河
口
、
城
島

村
な
ど
で
し
た
。
な
か
で
も
金

目
観
音
、
平
塚
馬
入
河
口
は
、

当
初
よ
り
順
調
に
票
を
延
ば
し
、

十
月
一
日
時
点
で
は
、
平
塚
馬

入
河
口
も
入
選
圏
内
に
あ
る
と

の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十

月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
四
十
五

位
選
の
入
選
場
所
は
、
花
水
河

口
、
金
目
観
音
のニか
所
で
入

選
圏
内
と
あ
っ
た
平
塚
馬
入
河

口
は
選
外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
花
水
河
口
の
得
票
は
、
八

万
三
百
五
十
票
の二
十
位
入
選

で
得
票三
万
八
千
百
九
十
六
票

で
三
十
八
位
入
選
の
金
目
観
音

を
上
回
る
好
成
績
で
し
た
。

当
選
し
た
「名
勝
・
史
蹟
」

四
十
五
か
所
に
は
、
す
べ
て
記

念
標
を
建
設
す
る
ことに
な
り

ま
す
が
、
こ
の
「平
塚
市
花
水

河
口
の
碑
」
も
、
そ
れ
に
よ
っ

て
昭
和
十
年
十
月
に
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

-
技
術
校
で
受
講
生
を

-
入
札
参
加
の
登
録
を

樹
木
を
時
臆
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
み
どり
公
園
課
み

ど
り
推
進
係(内
線
4
25
)
へ
。

マ
お
譲
り
す
る
樹
木

・
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ(
樹
高
2
M

l

本
)
、
ネ
ム
ノ
キ
(
樹
高
2
M

l

本
)
、
フ
ジ
(
樹
高
1
・
5
M
1
本
)
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広報ひらつか

A
-犬
の
し
つ
け
教
室

A
-県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

A
V法
定
調
書
の
提
出
を

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
6
7
3
)

へ
。
(
敬
称
略
)

・
平
塚
日
本
舞
踊
連
盟
文
化
祭
募

金
三
万
円
、
無
名会
十
万
円
、

平
塚
市
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
十

万
円
、
匿
名
一万
円

-
み
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協

力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
4
2
5
)

へ
。
(
敬
称
略
)

.
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
展
示
会
一
般

寄
付
三
千
八
百
二
十
七
円
、
水

天
宮
商
店
会
六
万
五
千
五
百
五

十
七
円
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一般
寄
付
七
千
六
百
八
十二

円
、
深
の
会
三
万
円
、
第
三
十

六
回
平
塚
市
産
業
ま
つ
り
一
般
寄

付
四
万
六
千
二
百
十
円

-
ス
ポー
ツ
振
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
。
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